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業績予想値及び前期連結実績と当期連結実績との差異に関するお知らせ  

  

本日「2021年12月期決算短信〔日本基準〕（連結）」にて公表いたしました2021年12月期通期業

績につきまして、2021 年 12 月期の業績予想値及び前期連結実績について差異が生じましたので併せ

てお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2021年12月期連結業績予想値と当期連結実績との差異（2021年１月～12月） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

（2021年11月11日公表） 4,650 ▲270 － － － 

当期連結実績（B） 4,537 ▲373 ▲398 ▲1,093 ▲34.58 

増減額（B－A） ▲113 ▲103 － －  

増減率（％） ▲2.4％ ▲38.3% － －  

（ご参考）前期実績 6,658 ▲618 ▲816 ▲721 ▲26.83 

 

 

２．2021年12月期連結業績予想値と当期連結実績の差異理由 

2021年12月期の連結業績予想値から差異が発生した理由は以下のとおりとなります。 

モバイルゲーム事業におきましては、取り扱いタイトルに対して各種施策を継続的に実施したものの、

第３四半期まで好調に推移した主要数タイトルの売上が第4四半期においては予想を下回りました。ま

た、キッチン雑貨事業におきましては、第４四半期において、緊急事態宣言・まん延防止等重点措置が



解除されましたが、長期的な収益拡大を見据えて、商品開発・生産のビジネスモデルを変更した事によ

り、製造改革と販路改革に関する一時的な構造改革費用が想定しておりました金額を上回る結果となり

ました。 

 

３．当期連結実績と前期連結実績との差異 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

1株あたり 

当期純利益 

前期連結実績（A） 
百万円 

6,658 

百万円 

▲618 

百万円 

▲816 

百万円 

▲721 

円 銭 

▲26.83 

当期連結実績（B） 4,537 ▲373 ▲398 ▲1,093 ▲34.58 

増減額（B－A） ▲2,121 245 418 ▲371 ▲7.75 

増減率（％） ▲31.9 ― ― ― ― 

 

４．当期連結実績と前期連結実績との差異理由 

売上高につきましては、前期連結実績にはモータースポーツ事業を含んでおりましたが、2020 年６

月26日に株式会社トムスの株式80％を譲渡したことにより、当期においては連結損益計算書から除外

したことに加えて、モバイルゲーム事業のビジネスモデルを変更した事による売上高減少もあり、前期

連結実績より減少したものであります。また、経常利益につきましては、主要な子会社２社の収益改善

とモータースポーツ事業が除外となった事により営業利益が245百万円改善したことに加え、持分法に

よる投資損失（営業外費用）が前期と比べて減少したこと等により、当期連結実績では418百万円改善

いたしました。しかしながら、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、主要子会社の「のれ

ん」の減損損失を計上したため、前期連結実績に比して371百万円の減収となりました。 

なお、詳細につきましては本日（2021年２月14日）公表いたしました「2021年12月期決算短信

〔日本基準〕（連結）」及び「営業外費用及び特別損失の計上（連結決算）及び特別損失の計上（個別決

算）に関するお知ら」をご参照ください。 

以  上 


